
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

と

「
堀
川
三
四
郎
」
先
生
（
新
潟
市
生
ま
れ
、

、

支
部
総
会
の
参
加
者
は
毎
年
三
〇
数
名
で
、

東
大
卒
、
角
田
中
学
校
教
師
）
で
は
な
い
か
と

第２６号

発行所

県支部

事務局

高
校
教
員
・
元
高
校
教
員
が
最
も
多
く
、
次
に

い
う
大
変
に
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。
勝
山
先

中
学
校
教
員
、
そ
し
て
、
民
間
企
業
人
で
す
。

生
の
本
は
文
芸
社
か
ら
出
版
さ
れ
、
ア
マ
ゾ
ン

支
部
長
御
挨
拶

教
員
が
多
い
の
は
、
支
部
活
動
の
歴
史
を
考
え

で
も
購
入
で
き
ま
す
。

新
潟
支
部
長

れ
ば
仕
方
が
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
近
年
、
民

尚
、
上
の
写
真
は
当
日
の
集
合
写
真
で
す
。

坂
上

隆

間
の
方
が
四
～
五
名
参
加
さ
れ
る
の
は
、
誠
に

中
段
右
か
ら
４
人
目
が
勝
山
先
生
で
す
。

平
成
二
三
年

嬉
し
い
か
ぎ
り
で
す
。
理
科
大
そ
の
も
の
が
、

来
年
度
は
下
越
地
区
の
当
番
と
な
っ
て
お
り

八
月
の
新
潟
支

昭
和
の
時
代
と
違
い
、
多
様
な
学
部
学
科
を
も

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

部
総
会
で
支
部

つ
総
合
理
工
系
大
学
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ

以
下
に
主
な
議
事
を
掲
載
し
ま
す
。

長
を
仰
せ
つ
か

れ
か
ら
は
、
ど
ん
ど
ん
民
間
の
方
々
か
ら
支
部

◇
役
員
改
選
◇

っ
て
約
一
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。
副
支
部
長
を

総
会
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
横
の
広
が
り
を

坂
上

隆

は
じ
め
役
員
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
協
力
で
何

も
っ
た
支
部
活
動
を
展
開
し
た
い
と
思
っ
て
お

支

部

長

中
野

晋

熊
谷
正
美

と
か
支
部
長
の
大
役
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
、

り
ま
す
。

副
支
部
長

水
嶌
繁
満

佐
藤
茂
樹

ほ
っ
と
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
事
務
局
長
を
務

◇
新
潟
支
部
総
会
◇

加
藤

弘

日
野
顕
英

め
て
い
る
上
杉
先
生
に
は
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

上
野
順
治

竹
内
文
亮

さ
て
、
今
更
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
潟
支
部

平
成

年
８
月

日(

日)

理
窓
会
新
潟
支
部

24

26

志
田
重
道

上
杉

肇

の
概
況
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。
新
潟
支

総
会
が
上
越
地
区
幹
事
の
お
骨
折
り
に
よ
り
、

高
畑
秀
紀

山
田
亮
一

部
に
残
っ
て
い
る
資
料
の
範
囲
で
は
、
支
部
活

高
陽
荘
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

江
口

司

加
藤
寿
一

動
の
ス
タ
ー
ト
が
昭
和
三
二
年
に
出
席
者
四
名

総
会
で
の
議
事
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

森

知
之

で
総
会
を
行
っ
た
と
い
う
記
録
ま
で
遡
り
ま
す

後
述
の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
報
告
い

。

平
成

年
度
版
名
簿
に
記
載

参
加
者
四
名
と
も
公
立
高
校
教
員
で
し
た
。
そ

た
し
ま
す
。

地
区
幹
事

24

平
成

年
度
版
名
簿
に
記
載

の
後
、
昭
和
三
七
年
に
会
則
を
作
り
、
支
部
会

今
回
は
、
理
科
大
学
常
務
理
事
の
渡
辺
恒
夫

県

幹

事

24

平
成

年
度
版
名
簿
に
記
載

費
を
徴
収
し
て
現
在
の
原
形
が
で
き
た
よ
う
で

様
、
理
窓
会
副
会
長
の
増
渕
忠
行
様
に
お
い
で

顧

問

24

、

。

、

あ
り
ま
す
。

で
い
た
だ
き

御
講
話
を
賜
り
ま
し
た

ま
た

◇
平
成

年
度
事
業
報
告
◇

現
在
は
、
会
員
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
範

こ
う
よ
う
会
（
東
京
理
科
大
学
父
母
の
会
）
本

23

囲
で
、
新
潟
支
部
会
員
は
五
四
六
名
で
す
。
う

部
副
会
長
の
佐
藤
強
平
様
、
こ
う
よ
う
会
新
潟

・
支
部
役
員
会
開
催

ち
、
公
立
高
校
教
員
関
係
者
八
四
名(

校
長
一
〇

支
部
長
の
萱
森
達
夫
様
か
ら
ご
参
加
い
た
だ

６
月

日

新
潟
会
館

名

25

16

名
、
副
校
長
・
教
頭
四
名
、
教
諭
六
八
名
、
教

き

交
流
の
機
会
を
持
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た

・
こ
う
よ
う
会
新
潟
支
部
総
会
参
加

、

。

委
二
名)

公
立
中
学
校
教
員
関
係
者
六
六
名(

校

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

７
月

日

新
潟
東
映
ホ
テ
ル

、

30

長
一
五
名
、
教
頭
一
〇
名
、
教
諭
三
七
名
、
教

さ
ら
に
、
今
回
の
総
会
で
は
、
元
関
根
学
園

支
部
長
、
副
支
部
長
２
名
出
席

委
四
名)

、
小
学
校
教
員
関
係
者
一
一
名(

校
長

高
等
学
校
長
で
、
小
説
『
坊
ち
ゃ
ん
』
誕
生
秘

・
支
部
総
会
開
催

四
名
、
教
頭
四
名
、
教
諭
三
名)

、
合
計
で
公
立

話
を
書
か
れ
た
、
勝
山
一
義
様
を
お
招
き
し
、

８
月

日

ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡

名

28

32

学
校
教
員
関
係
者
一
六
一
名
で
あ
り
ま
す
。
全

「
坊
ち
ゃ
ん
の
モ
デ
ル

関
根
萬
治
先
生
」
と

・
研
修
会
（
参
加
者
少
数
に
つ
き
中
止
）

体
的
に
み
れ
ば
、
圧
倒
的
に
民
間
企
業
の
会
員

い
う
演
題
で
、
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
会
員
名
簿
発
行(

８
月
版)

が
多
い
の
で
す
が
、
民
間
企
業
の
場
合
、
教
員

坊
ち
ゃ
ん
の
中
の
「
お
れ
」
の
モ
デ
ル
は
二
人

月

日

頁

部

12

18

A4
24

73

と
違
っ
て
異
動
や
転
職
し
た
と
き
、
そ
の
後
の

の
新
潟
県
人
で
、
物
理
学
校
を
卒
業
し
て
地
方

・
会
報
「
新
潟
理
窓
」
発
行

勤
め
先
や
住
所
を
追
跡
で
き
な
い
こ
と
が
多
く

に
赴
任
す
る
ま
で
は
「
関
根
萬
治
」
先
生
（
柏

月

日

４
頁

部

、

12

24

B5

546

総
会
な
ど
の
案
内
を
送
付
で
き
な
く
な
る
ケ
ー

崎
生
ま
れ
、
東
京
物
理
学
校
で
数
学
を
学
ぶ
）
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生
の
講
義
を
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
て
こ
こ
数
年
現
場
で
感
じ
て
い
る
こ
と
と

◇
平
成

年
度
事
業
計
画
◇

◇
平
成

年
度
会
計
予
算
◇

24

24

・
支
部
役
員
会
開
催

○
収
入
の
部

先
生
の
数
学
教
育
に
関
す
る
お
話
は
大
変
志
が

し
て
特
別
支
援
教
育
に
対
す
る
意
識
の
改
革
の

６
月

日

新
潟
会
館

名

繰
越
金

２
５
６
，
７
８
９
円

高
く
、
数
学
教
師
を
目
指
す
私
に
と
っ
て
大
き

必
要
性
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
学
校
で
数
の
大
小

23

12

・
こ
う
よ
う
会
新
潟
支
部
総
会
参
加

会
費

１
０
０
，
０
０
０
円

な
指
針
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す

卒
業
時
に
は

は
あ
れ
発
達
障
害
（
Ｌ
Ｄ
・
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
等
）
を

。

、

７
月

日

新
潟
東
映
ホ
テ
ル

臨
時
徴
収

０
円

進
路
に
つ
い
て
相
談
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

も
つ
子
が
い
る
と
思
い
ま
す
。
同
じ
教
育
を
受

28

支
部
長
、
顧
問
、
副
支
部
長
６
名
出
席

本
部
補
助

４
５
，
０
０
０
円

た
。
卒
業
後
は
年
賀
状
の
や
り
取
り
が
中
心
に

け
る
た
め
の
支
援
を
個
々
の
子
供
に
あ
っ
た
形

・
支
部
総
会
開
催

雑
収
入

２
１
１
円

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
数
年
前
に
ご
高
齢
の
関

で
提
供
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。｢

困
っ
た
生

８
月

日

高
陽
荘
（
上
越
市
）

名

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

係
も
あ
っ
て
か
、
年
賀
状
の
や
り
取
り
も
や
め

徒｣

か
ら
「
困
っ
て
い
る
生
徒
」
へ
見
方
を
変
え

26

31

・
研
修
会

合
計

４
０
２
，
０
０
０
円

る
と
の
通
知
が
あ
り

心
配
し
て
お
り
ま
し
た

て
生
徒
の
立
場
に
た
っ
て
の
指
導
が
必
要
と
感

、

。

こ
う
よ
う
会
新
潟
支
部
講
演
会
に
参
加

ま
た
、
先
生
は
数
学
教
育
振
興
と
同
時
に
、

じ
ら
れ
ま
す
。
現
在
も
一
年
の
担
任
を
し
て
い

月
３
日

万
代
シ
ル
バ
ー
ホ
テ
ル

○
支
出
の
部

昭
和

年
か
ら
４
期

年
に
渡
っ
て
理
窓
会
幹

ま
す
が
多
様
化
し
て
い
る
生
徒
に
戸
惑
っ
て
い

11

58

12

・
会
員
名
簿
発
行(

８
月
版)

支
部
総
会
補
助

８
５
，
０
０
０
円

事
長
を
担
当
さ
れ
、
卒
業
生
と
大
学
の
関
係
強

る
の
が
現
状
で
す
。
私
も
ま
だ
勉
強
不
足
で
す

８
月

日

頁

部

会
議
費

２
０
，
０
０
０
円

化
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
関
係
で
、
何

が
や
は
り
目
の
前
の
生
徒
と
接
し
て
学
ん
で
い

26

A4
24

31

・
会
報
「
新
潟
理
窓
」
発
行

地
区
還
元
金

０
円

度
か
当
新
潟
支
部
の
総
会
に
も
ご
出
席
い
た
だ

ま
す
。
今
後
教
員
の
研
修
と
し
て
は
教
科
の
研

３
月

４
頁

部

名
簿
・
会
報

２
０
，
０
０
０
円

き
、
そ
の
際
に
は
、
私
も
教
え
子
と
し
て
参
加

修
と
同
様
特
別
支
援
教
育
の
研
修
も
必
要
と
感

B5

600

・
会
員
名
簿
発
行(

３
月
版)

送
料

８
５
，
０
０
０
円

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

じ
ら
れ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
障
害
の
あ
る
生

３
月
下
旬

頁

部

事
務
用
品

１
０
，
０
０
０
円

ま
し
た
。

徒
へ
の
指
導
・
支
援
も
教
員
の
責
務
だ
と
自
分

A4
24

100

資
料
代

６
，
０
０
０
円

今
回
の
訃
報
を
受
け
、
数
学
教
育
に
、
生
涯

に
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
す
。

予
備
費

１
７
６
，
０
０
０
円

を
傾
注
さ
れ
た
先
生
の
お
姿
を
心
に
刻
む
と
と

◇
平
成

年
度
会
計
収
支
決
算
◇

23

○
収
入
の
部

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

も
に
、
先
生
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

繰
越
金

２
７
９
，
９
５
０
円

合
計

４
０
２
，
０
０
０
円

上
げ
ま
す
。

会
費

９
４
，
３
２
０
円

合
掌

松
尾
吉
知
先
生
を

臨
時
収
入

０
円

偲
ん
で

教
師
雑
感

本
部
補
助

４
５
，
０
０
０
円

Ｓ

理
・
数

熊
谷

正
美

Ｓ

理
・
数

井
上

智

雑
収
入

０
円

56

58

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

平
成

年

月

日
に
東
京
理
科
大
学
名
誉

理
科
大
学
を
卒
業
し
た
昭
和
五
十
八
年
四
月

23

11

12

合
計

４
１
９
，
２
７
０
円

教
授
で
理
窓
会
顧
問
の
松
尾
吉
知
先
生
が

歳

よ
り
新
潟
県
の
県
立
学
校
の
教
員
と
し
て
お
世

◇

◇

事
務
局
か
ら
の
連
絡

95

で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
支
部
会
費
に
つ
い
て

○
支
出
の
部

先
生
は
昭
和

年
か
ら
平
成
元
年
ま
で
、
日

能
生
水
産
高
校
能
生
谷
分
校
・
小
出
高
校
・

・
年
会
費
は
１
０
０
０
円
で
す
。
同
封
の

60

支
部
総
会
補
助

７
５
，
４
６
０
円

本
数
学
教
育
学
会
会
長
に
就
任
さ
れ
、
日
本
の

西
川
竹
園
高
校
・
村
上
高
校
・
市
立
万
代
高
校

振
込
用
紙
に
て
お
願
い
し
ま
す
。
同
封

会
議
費

６
，
９
３
０
円

数
学
教
育
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、

・
西
新
発
田
高
校
と
異
動
し
こ
の
四
月
よ
り
阿

さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
納
入
済
み
で
す
。

地
区
還
元
金

０
円

理
科
大
学
か
ら
多
く
の
数
学
教
師
を
排
出
す
る

賀
野
高
校
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

②
名
簿
に
つ
い
て

名
簿
・
会
報

１
３
，
４
３
１
円

一
翼
を
担
わ
れ
ま
し
た
。
余
談
で
す
が
、
高
校

振
り
返
っ
て
み
る
と
驚
く
ほ
ど
の
歳
月
で

・
支
部
会
費
納
入
確
認
後
、
該
当
者
に
送

送
料

６
６
，
６
６
０
円

教
師
か
ら
大
学
に
移
ら
れ
た
と
い
う
経
歴
も
あ

す
。
卒
業
し
た
年
の
夏
に
当
時
支
部
長
を
し
て

付
い
た
し
ま
す
。
こ
の
発
送
が
遅
れ
て

事
務
用
品

０
円

っ
て
か
、
先
生
の
手
に
よ
る
高
校
数
学
参
考
書

お
ら
れ
た
今
は
な
き
平
出
先
生
か
ら
声
を
か
け

お
り
ま
す
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

資
料
代

０
円

や
大
学
入
試
問
題
集
（
ビ
ー
コ
ン
基
礎
シ
リ
ー

て
い
た
だ
き
理
窓
会
に
出
席
さ
せ
て
も
ら
い
ま

③
事
務
局
連
絡
先

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ズ
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